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特別史跡加曽利貝塚

2017年10月、加曽利貝塚は遺跡の「国宝」にあたる

「特別史跡」に指定されました。62番目の特別史跡で、

貝塚としては初めての指定です。

加曽利貝塚は、上空から見ると、径140ｍの北貝塚

（縄文時代中期）と径190ｍの南貝塚（縄文時代後期）

が８の字に連結したように見えます。

これは、約2000年間くり返しムラがつくられ続けた

証拠です。規模も存続期間も日本最大級の貝塚です。

縄文時代の貝塚は全国に約2400か所あり、約120か

所が千葉市に集中します。全国的にみても貝塚最多の

市であり、特別史跡・国史跡の貝塚が５か所ある千葉市

はまさに「貝塚のまち」です。
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復元集落(実物大)

加曽利貝塚に最初に人が住み始めたのは、今から約

7000年前。北貝塚は今から約５０００年前の縄文時代

中期、南貝塚は今から約４０００年前の縄文時代後期に

貝塚が最も発達しました。その後は約３０００年前の縄文

時代晩期までくり返しムラがつくられ続けました。

これまでに遺跡の約8%が発掘調査され、約140軒の

住居跡、230体の縄文人骨、そして大量の縄文土器や

石器、70種類以上の貝が見つかっています。

縄文時代の加曽利貝塚
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